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「人と環境に優しい鉄道」 を目指して 

｢３０３４編成（６両）｣ 

２月１６日（木）営業運転開始 
 

  
 京成電鉄(本社：千葉県市川市、社長：三枝 紀生)では、新造車両である３０３４編成  
(６両)の営業運転を２０１７年２月１６日（木）より開始いたしました。なお、２月７日
（火）に３０３３編成（８両）の営業も開始しております。 
この車両は｢人と環境に優しい鉄道｣をコンセプトに、２００３年から導入している  

３０００形車両です。 
車両の軽量化等による使用電力の削減、冷房装置・制御装置・補助電源装置にオゾン層

を破壊しない冷媒の採用、全車両の車内照明にＬＥＤの採用等、環境保全に配慮するとと
もに、２０１０年よりバリアフリーに配慮し、ＬＣＤ(液晶)の車内案内表示器を採用して
います。なお今年度は、さらに３０３５編成（８両）が３月までに営業開始する予定です。 
                                                                       

2月１６日(木) より営業運転を開始した３０３４編成 


